
畜産特別資金等の貸付残高

北海道・東北ブロックの１道６県における

畜産特別資金ならびに畜産経営維持緊急支援

資金の取り扱い金融機関数、借入者、貸付残

高は表の通りです。両資金の借入者戸数は、

全国２２９８戸の約６１％に当たる１４０２戸、貸付残

高も全国の約６０％に当たる３９０億２６６９万８千

円となっています。また、１戸当たりの平均

貸付残高は全国平均が２８１６万円であるのに対

し、北海道が２８７２万円と上回っていますが、

東北各県の平均は２３１１万円となっています。

指導体制に関する課題と対応策

A県 支援協議会の活動の柱は、５カ所で開

催している研修会と巡回指導である。巡回指

導では協議会のメンバーで行うが、気になる

融資機関を対象に現地で借入者選定方法や指

導体制、指導の内容を調査する。運営上の課

題として、計画見直しを含めると５００件くら
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平成２６年度畜産特別資金等借受者指導事業に係る北海道・東北ブロック会議が、７月１７
日・１８日の両日、秋田市で開催されました。今回は各道県の畜産特別資金推進指導事業の取
り組み状況や成果・課題等の報告に加えて、平成２５年度から取り組みを開始した月次モニタ
リングシステムを導入し、経営改善へ取り組む事例の紹介も行われ、活発な意見交換が行わ
れました。各道県が抱える課題や解決のための取り組み策について紹介します。

畜産特別資金の指導状況と課題の検討①
̶平成２６年度畜産特別資金等借受者指導に係るブロック会議（北海道・東北）から̶

公益社団法人中央畜産会
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いあり、協議会メンバーだけでは十分に内容

を精査できないため、今後は地域振興局の協

議会担任の研修も必要だと思う。畜産協会が

実施する経営コンサルによって得られる経営

データを融資機関および指導機関に指導材料

として提供していく。

B県 借受審査に当たっては、経営改善計画

の妥当性、指導体制と農家のやる気を総合的

に判断して実施している。指導体制の課題は、

新しい担当になったときの引き継ぎが不十分

で、指導体制が人についてまわるという事例

が多い。体制の構築をしっかりしてもらわな

ければならない。

C県 農協内の部門間の情報共有が図られて

いない。指導上の課題に対処するため、ある

農協では計画書作成指導の畜産担当、支店の

金融担当に加え、専務理事付き特命（延滞の

解消指導を専らの業務として行い、専務・常

務が出席する「延滞債権等管理回収対策特別

班会議」で指導状況を報告する）が改善指導

に当たっている。

D県 融資機関、県の担当者の人事異動があ

り、事業の継続性を維持していくのが難しい

業務である。畜産農家に対する飼養管理など

具体的な指導を行っていくのが難しいと感じ

ている。県中央会に対しては、現地指導の際、

JAの指導体制を前もって知らせて対応しても

らう。

２６年度の指導事業等への対応

A県 濃密指導では、月次モニタリングを

セットとして充実させたい。選定に当たって

は、農協あるいは振興局を通じて、必要なと

ころを直接協議会が主体となって選定し、個

人情報のデータ提出については同意を得てい

る。現在１６戸をエントリーしているが、必要

に応じて件数を増やし、本格的に取り組む予

定である。

B県 融資機関の担当者が経営改善計画書の

作成のポイントや留意点を十分理解しておら

ず、経営改善指導に十分に活用されていない

ため、各融資機関の担当者も同席し、県内２

ヵ所程度で重点的に研修会を開催し、一緒に

計画書を作成する予定である。

C県 モニタリングデータ共有システムにつ

いては、支援協議会で認識を共有するために

も、畜特資金借受者のみならず、それ以外へ

の利用含めて行っていきたい。

（表）平成２６年度期首畜産特別資金・畜産経営維持緊急支援資金都道府県別貸付残高
（北海道・東北ブロック） （単位：件、戸、千円）

区分 畜産特別資金 緊急支援 合 計
実機関数 実借入者数 貸付残高 実機関数 実借入者数 貸付残高 実機関数 実借入者数 貸付残高

全国計 ３７２ １，２５８ ２４，２９５，９８１ ２１５ １，０４０ ４０，４１７，９８８ ５８７ ２，２９８ ６４，７１３，９６９
北海道 １５４ ８０１ １５，４３９，５２９ ５３ ３８１ １８，５０３，６２０ ２０７ １，１８２ ３３，９４３，１４９
青 森 ２ ２ ６２，８４１ ３ １２ ３６２，５５０ ５ １４ ４２５，３９１
岩 手 ８ １６ １８８，１０４ １１ ９１ ２，２５６，８２０ １９ １０７ ２，４４４，９２４
宮 城 １０ １３ １６６，０４６ ３ ４ ７８，１７９ １３ １７ ２４４，２２５
秋 田 ７ １５ ７２，６３１ １１ ３６ ６５８，９８４ １８ ５１ ７３１，６１５
山 形 ３ ３ ６９，５２５ １２ ２２ ４３６，０２８ １５ ２５ ５０５，５５３
福 島 １ １ １４，５７１ ４ ５ ７１７，２７０ ５ ６ ７３１，８４１
合 計 １８５ ８５１ １６，０１３，２４７ ９７ ５５１ ２３，０１３，４５１ ２８２ １，４０２ ３９，０２６，６９８
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（事例報告）月次モニタリング実施
農家の現状と今後の指導体制づくり

経営の概要：経産牛８５頭規模の酪農経営で、

父親から経営継承し、規模拡大を図り、加工

乳製品の製造・販売を開始した。

経営悪化の要因：農業や酪農関係団体の役員

等に就いたことに加えて、加工業が忙しく、

飼養管理がおろそかになり、事故が多発して

生乳生産量が著しく減少。繁殖成績も落ち込

み、収益が悪化した。

月次モニタリングの実施：平成２６年度は計６

回モニタリングを実施することとし、経営改

善ポイントの実施状況確認、月次の問題点の

早期発展とその検討に重点を置く。将来的に

は支援推進協議会全体で対応することを検

討。直近２ヵ月の実績に基づき、平成２６年経

営改善目標値を設定した。

効果：月次の経営状況を把握することで経営

者自身に経営改善の意欲が高まるとともに、

経営者自らが作業工程や生産性向上の目標を

明確に掲げたことで、雇用者の作業に取り組

む姿勢にも変化が現れた。牛群検定にも参加

し、検定成績表に基づく個体管理を行うよう

になった。月次モニタリングを実施した結果、

事故・廃用率が一時は３８％だったが、現在で

は７．５％まで改善している。

全体の印象（中央畜産会）

畜特資金の指導については、毎年度努力し

てきたところであるが、特に２５年度からは、

さまざまな方法で指導事業を強化、工夫して

ほしいという要請を受け、その重要性の認識

をもって対応しようとしていることは感じら

れるが、やはりマンパワー不足、思うような

形で活動ができない、効果が発現できないと

いう悩みを抱えている。

２６年度の指導事業への対応については、各

県ともモニタリング手法を取り入れていくこ

ととしており、方向性としてありがたく思っ

ている。畜特の借入農家に限らず、モニタリ

ングの対象を広げていく方向にあるというの

はありがたい。畜特の借入農家への改善指導

は当たり前であるが、どうしてこのような状

態まで農家を放置しておいたのかが問題であ

り、畜特農家にならないためのさまざまな取

り組みについても、畜特事業であるという位

置づけをさせてもらった。その方が投入する

行政コストは少なくてすむ。

現場に出かけて行って農家のニーズをつか

まえてもらい、必要があれば畜特資金での対

策を検討するが、それ以前の対応で支援でき

るかを検討していくのも畜特資金のメニュー

の１つである。ぜひ、工夫をしてもらいたい。

畜特資金は４０年前から同じような課題とそ

れに対する方策への取り組みが続いている

が、時代が変わって新たな苦労がみられる。

特に人の問題は多くの県から出ていた。異動

によって流れが途切れてしまう。主たる業務

が忙しく、指導に手が回らないというマンパ

ワーの問題。そのような中で不良債権を回避

するためにも、紹介のあった専務理事付き特

命というのは非常に効果的であり、さらに広

範囲に進めてもらったらいいのではないか。
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はじめに

牛の繁殖成績を低下させる要因の一つに炎

症性子宮疾患が挙げられ、炎症性子宮疾患は

大きくは、子宮炎、子宮内膜炎および子宮蓄

膿症の３つに分類されます。分娩した牛が次

の妊娠に至るには、卵巣機能の回復とともに

子宮が健康な状態に回復することが必須とな

ります。分娩後の正常な子宮回復過程から逸

脱し、子宮の回復が遅延する牛を摘発するこ

とが子宮疾患の診断の基本となります。

牛の炎症性子宮疾患は、多くの臨床獣医師

が生産現場で遭遇するものの、診断および治

療方針の現状についての情報は十分ではない

と考えられます。特に、近年は臨床現場にお
しん

いての腟検査の実施率が低く、このことが渗
しゅつ

出性子宮内膜炎の発見を遅らせる原因のひと

つであるとの指摘や治療にかかる時間や手間

がかかるなどの理由で、子宮洗浄が敬遠され

ることが多いことが指摘されています。

そこで、国内における牛の炎症性子宮疾患

に対する臨床獣医師の取り組み方を明らかに

するため、平成２２年度に日本家畜臨床感染症

研究会（現：家畜感染症学会）では、臨床獣

医師を対象にした全国アンケートを実施しま

した［１］。

ここでは、牛の炎症性子宮疾患に対する取

り組み方に関する全国の臨床獣医師向けのア

ンケート結果をいくつか紹介します。

牛の炎症性子宮疾患の診断および
治療についての全国アンケート結果

（１） 回答者情報

アンケートは全国２９道府県から、２５４人の

臨床獣医師より回答を得ました。

（２） 子宮炎・子宮内膜炎・子宮蓄膿症の診
断について

子宮疾患として、子宮炎（炎症が子宮筋層

までおよぶもの。産じょく性子宮炎が多い）、

子宮内膜炎（子宮内膜の炎症）、子宮蓄膿症の

各々を診断（類症鑑別）しているかの設問に
あいまい

対しては、子宮炎と子宮内膜炎の区別が曖昧

である（５６．７％）が最も多く、次いで診断し

ている（３５．７％）、診断していない（１７．１％）、

子宮内膜炎と子宮蓄膿症の区別が曖昧である

（５．２％）、子宮炎と子宮蓄膿症の区別が曖昧

である（０．８％）の順でした（図１）。

また、子宮炎・子宮内膜炎・子宮蓄膿症の

診断に利用している手法に関する設問に対し

ては、直腸検査が最も多く（９３．２％）、次い

で超音波検査（５７．８％）、腟検査（５１．４％）、

生産現場において日常的に遭遇する感染症の問題と対策（その５）
―炎症性子宮疾患に対する取り組み方―

日本大学 生物資源科学部 大滝 忠利
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診断的子宮洗浄（１２．４％）の順で

した（図２）。

このように、炎症性子宮疾患の

診断については、そもそも５０％以

上の獣医師が子宮炎と子宮内膜炎

の区別が曖昧であり、現場におけ

る診断に腟検査や診断的子宮洗浄

の実施率が低いことが分かりまし

た。

（３） 子宮炎・子宮内膜炎・子宮蓄膿
症の診断手法として、腟検査や診
断的子宮洗浄を選択しない理由

炎症性子宮疾患の診断で、腟検査を

使用しない理由に関する設問に対して

は、滅菌等の準備が面倒である

（３４．２％）が最も多く、次いで使用せ

ずとも充分診断可能である（２７．２％）、

常 に 腟 鏡 を 持 ち 歩 い て い な い

（１９．３％）の順でした（図３）。超音波

検査を使用しない理由についての設問

に対しては、装置の台数が限られてい

る（４５．６％）が最も多く、次いで他の

方法（直腸検査等）で代用している

（２７．２％）、持ち運びが面倒である

（１１．７％）の順となりました（図４）。

また、診断的子宮洗浄を使用しない理

由についての設問では、時間と手間が

かかる（６６．５％）が大部分を占めてい

ました（図５）。

（４） 予後に関して

子宮炎・子宮内膜炎・子宮蓄膿症の

予後の確認方法に関する設問に対して

（図３）炎症性子宮疾患の診断で腟検査を使用しない理由

（図２）炎症性子宮疾患に用いる診断手法

（図１）炎症性子宮疾患の類症鑑別
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は、必ず診療時に農家で牛を確認する

（４３．８％）が最も多く、次いで、正直特に気

にかけていない（３２．５％）、必ず後日カルテ

にて確認する（１４．９％）、必ず後日農家に連

絡して確認する（８．８％）の順となりました。

（５） 子宮炎・子宮内膜炎・子宮蓄膿症の治
療について

ⅰ．産じょく期の牛に対する治療に関して

産じょく性子宮炎・渗出性子宮内膜炎・潜

在性子宮内膜炎の治療法に関する設

問に対しては、抗生剤やヨード剤等

の子宮内注入（８７．８％）が最も多

く、次いでホルモン剤の全身投与

（７０．５％）、抗 生 剤 の 全 身 投 与

（３０．３％）、子宮洗浄（２２．８％）の順

でした（図６）。

全身投与で使用するホルモン剤

は、黄体の有無にかかわらずPGF２α

（６２．０％）が最も多く、次いで黄体

がある場合のみPGF２α（３２．４％）と

PGF２αの投与が大部分を占めました。

全身症状を伴わない子宮炎の治療

としては、分娩後早期（分娩後２１日

前）には積極的な治療を行わず、再

検査を行う（４３．５％）が最も多く、

次いで分娩後早期であれば自然治癒

するため、治療の必要がないので再

検査も行わない（１９．８％）、分娩後

早期でも積極的にPGF２α製剤による

治療を行う（１９．０％）、分娩後早期

であっても胎盤停滞等の牛について

は予防的に治療を行う（１４．１％）の

順でありました。全身症状（産じょく熱・毒

血症）を伴う子宮炎の治療としては、全身症

状および併発する周産期疾病の治療に加え、

子宮内へ抗生剤を注入する（６１．９％）が最も

多く、次いで全身症状および周産期疾病のみ

の治療（４４．０％）、周産期疾病の治療に加え

て、PGF２α製剤を投与する（４１．７％）の順と

なりました。軽度および重度渗出性子宮内膜

炎の治療としては、共にPGF２αの単独投与（そ

（図４）炎症性子宮疾患の診断で超音波検査を使用しない理由

（図５）炎症性子宮疾患の診断で診断的子宮洗浄を使用しない理由
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れぞれ５９．９％、６６．８％）が最も多く、次いで

抗生剤の子宮内注入（５１．８％、５６．４％）を選

択している獣医師が多数みられました。

ⅱ．産じょく期以降（繁殖期）の牛に対する

治療に関して

子宮炎・渗出性および潜在性子宮内膜炎の

治療については、抗生剤やヨード剤等の子宮

内注入（８１．９％）が最も多く、次いでホルモ

ン剤の全身投与（５５．５％）を選択した獣医師

が多く、子宮洗浄を実施する獣医師は１５．０％

に留まりました（図７）。ここで全身投与す

るホルモン剤としては、黄体の有無にかかわ

らずPGF２α（５１．７％）が最も多く、次

い で 黄 体 が あ る 場 合 の みPGF２α

（４５．０％）とPGF２αの投与が大部分を占

めました。軽度および重度の渗出性子

宮内膜炎の治療としては、いずれもPG

F２αの単独投与（それぞれ５９．９％、

７１．１％）や 抗 生 剤 の 子 宮 内 注 入

（５０．８％、５６．５％）が大部分を占めま

した。子宮蓄膿症の治療に関しては、

ほとんどの獣医師がPGF２αの単独投与

（７１．１％）を選択していました。

（６） 子宮炎・子宮内膜炎・子宮蓄膿

症の予防について

子宮炎・子宮内膜炎・子宮蓄膿症の

発生要因の中で、担当農家について特

に問題が思われる事項についての設問

に対しては、胎盤停滞の発生（７０．３％）

が最も多く、難産の発生（４７．０％）、

乾乳期の管理（４２．６％）、衛生的な分

娩介助（３５．７％）、分娩後の栄養管理

（３２．９％）がそれに次いでいました（図８）。

子宮炎・子宮内膜炎・子宮蓄膿症の予防のた

めの指導で特に必要と思われるものとして

は、飼養管理技術（５３．３％）が最も多く、分

娩介助の指導（１９．１％）、繁殖管理指導

（１７．９％）が次いでいました。

（７） 子宮炎・子宮内膜炎・子宮蓄膿症の治
療に関する自己評価について

子宮炎・子宮内膜炎・子宮蓄膿症の治療に

対する自己評価では、やや苦手である

（４４．０％）と苦手である（１７．５％）と回答し

た獣医師は、全体の６割強でした。それに対

（図６）産じょく期における炎症性子宮疾患の治療

（図７）産じょく期以降における炎症性子宮疾患の治療
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して、まあまあ自信がある（３５．３％）と自信

がある（３．２％）とした獣医師は４割弱でし

た。

まとめ

本号においては、臨床獣医師の実施してい

る炎症性子宮疾患の診断法について記載しま

した。臨床現場において、炎症性子宮疾患の

診断法として、腟検査や診断的子宮洗浄の実

施率は低いことがデータとしてはっきり表れ

ました。腟検査を実施しない理由としては、

滅菌等の準備が面倒であったり、使用しない

でも充分診断可能であるとする回答が多く、

子宮洗浄を実施しない理由としては、時間と

手間がかかることでした。結局は、「面倒く

さいからやらない」というニュアンスの回答

がかなりあったことになります。

子宮炎・渗出性子宮内膜炎・子宮蓄膿症

は、個体レベルでの発見や鑑別は容易ですが、

見落としなどにより適切に治療が

行われなかった場合、受胎時期が

遅れたり、治療コストや淘汰率の

増加など損失の増大が危惧されま

す。本調査によって、「子宮炎・

子宮内膜炎・子宮蓄膿症の治療に

ついて自信がある」と回答した獣

医師は全体の４割弱に過ぎず、「子

宮炎・子宮内膜炎・子宮蓄膿症の

各々を診断（類症鑑別）している

か」の設問では６割弱の獣医師が

子宮炎と子宮内膜炎の区別が曖昧

であると回答しています。このことは、子宮

内膜炎という名称が子宮炎および子宮内膜炎

を含む子宮疾患全般を示す用語として誤って

認識されていることを表しています。子宮疾

患を正確に診断し、適切な治療を行うために

は、臨床獣医師だけでなく大学等教育機関な

らびに研究機関等の生産現場を支える人々

が、明確な子宮疾患の定義等の知識を普及す

ることが重要であると考えられます。

なお、紹介した全国アンケート結果の詳細

は、家畜感染症学会のホームページ（http://

www.kachikukansen.org/index.html）から

閲覧が可能です。興味がある方は、ぜひ一度

ご覧ください。

〈参考文献〉
［１］ 大滝忠利、２０１１、日本家畜感染症研究会誌、６：４７―５９．

（筆者：日本大学生物資源科学部獣医学科
獣医臨床繁殖学研究室）

（図８）炎症性子宮疾患の発生要因で問題が大きいもの
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１．冬季の防寒対策のポイントと具体的方法

１）すき間風の防止

冬季は牛の体に直接風が当ることを防がな

ければなりません。

具体的には――

① 牛舎北側に防風ネット、巻き上げ式

カーテンの取り付け

② 防風林の植樹

③ 防風壁（板塀やイナワラによる柵等）

の設置

などが効果的です。

２）換気の確保

すき間風を防ぐことは重要ですが、一方で

換気はしっかりと確保しなければ呼吸器病の

原因にもなって好ましくありません。換気を

確保することで、牛舎内にこもりがちなアン

モニア等の有害ガス濃度を減少させることが

できるようになります。

具体的には――

① 昼間は風下のドアや窓の適切な開放

② 換気扇の設置

③ 牛体に直接風が当らない牛舎上部に設

置した窓の開放

などです。

３）敷料の乾燥

夏季の敷料の汚れには誰もが注意します。

しかし、冬季には案外軽く考えられている場

合が多いようです。冬季は牛舎の開放度合い

が低くなることから、この点を特に注意して

ください。

敷料の汚れは、アンモニア濃度を高めるほ

かに牛舎内の結露の原因にもなることから、

牛舎環境をますます悪化させます。

４）ウォーターカップ、水槽の凍結防止

寒冷地では、ウォーターカップ等の凍結に

より１日のうちで牛が水を飲めない時間を生

じさせてしまうことがあります。飲水量の減

少は飼料摂取量の減少の直接的原因となり、

冬季の防寒対策・害虫の駆除・ストレスの少ない飼養管理
乳用種肉用子牛飼養管理技術マニュアルより（最終回）

公益社団法人中央畜産会

中央畜産会では、平成２１年度に乳用種肉用子牛の飼養管理マニュアルを取りまとめました。
本マニュアルは、良質な乳用種牛肉を生産するための素牛の飼養管理に着目し、酪農経営

での妊娠牛の管理とヌレ子の飼養管理、離乳期の飼料の切り替え、育成牛の腹づくり等に特
にポイントを置いた内容となっています。
今回は、今年の冬に向けて今からやっておきたい冬季の防寒対策と害虫の駆除・ストレス

の少ない飼養管理について紹介します。
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期待する増体量や肉質を得られない大きな要

素になります。さらに、尿量の減少から尿石

症にかかりやすくもなります。

具体的な凍結防止対策としては――

① 水道管に布等を巻き被覆する

② 水槽の水を夜間の間だけわずかに流れ

るようにしておく

③ 熱線入りウォーターカップを設置する

④ 加温給水設備を設置する

などがあります。

また、有効な対策が取れず、どうしても凍

結してしまう場合には、水槽の氷をお湯等で

溶かして、水を飲める時間を極力長く確保で

きるようにすることが必要です。

５）防寒対策の参考事例－発酵床について－
（家畜改良センター十勝牧場２００６）

子牛の牛床をできるだけ暖かく乾燥した状

態に保つために、敷料の入れ方に工夫を凝ら

している方が多くいます。その一例が発酵床

です。

発酵床の材料はバーク、オガクズ、米ぬか

及び炭で、これらの材料で作った牛床は尿を

吸収すると発酵し暖かくなります。炭は抗菌

作用やアンモニアの脱臭のために必要となり

ます。

発酵床の作り方は、バーク、米ぬか、オガ

クズ及び炭を混合し、その上に水通しのよい

麦桿あるいは乾草を多めに入れます。その上

に乾草スタックを数本並べて、その間のス

ペースで子牛が安心して寝ることができるよ

うにします。

発酵が始まると牛床温度が上昇します。温

度が上がりすぎたときには、麦桿や乾草のみ

を取り去り、発酵床をかき混ぜ空気を入れて

放熱します。一方、発酵が終わり、温度が低

下した場合には、米ぬか及び炭を足してかき

混ぜ、その上に新しい乾草を入れます。

牛舎全体を発酵床にすると、子牛が気温に

対応した寝心地のよい場所を選べなくなるた

め、普段子牛が寒いときに寝ている場所ある

いは発酵床を作りたい場所のみに作っておき

ます。

発酵床を利用する際の注意点としては、発

酵床は熱を発生するため、発酵と同時に雑菌

が増殖しアンモニアが発生するので、脱臭・

抗菌作用のある炭を使用すること、また、子

牛をよく観察し、子牛が寝ている場所を見て

適切な換気を行うことが重要です。

さらに、発酵床を利用する場合は、正常な分

娩で生まれ、初乳を十分に飲み、適切な管理を

行った健康な子牛に用いることが前提です。

２．害虫の駆除

夏から秋にかけて牛舎でよく見受けられる

光景に、牛が尾で自分の体をたたいている姿

があります。これは、自らの尾をハエタタキ

にしてハエを追い払っているのです。このこ

とは、２重の意味で肥育にとってマイナスと

なります。

第１は牛のストレスとなることです。第２

は尾を動かすことによるエネルギーのロスで

す。ハエ、蚊、アブ、シラミ等の害虫駆除も

飼養管理の大切なポイントです。

１）殺虫剤の散布

殺虫剤には、有効成分により有機リン系、
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ピレスロイド系等がありますが、使用説明書

どおりに牛舎、堆肥場等に定期的に散布しま

す。

２）張り付き紙、殺虫器等の設置

ハエの誘引剤と粘着剤を塗布した紙でハエ

を捕獲することも有効です。また、光によっ

てハエ等を集め電気によって殺虫する器具も

あります。

３）環境的駆除

牛舎周辺の水たまり、ぬかるみ、雑草の繁

茂地等、ハエ、蚊の発生場所をなくすために、

砂を入れたり除草をしたりすることも有効で

す。また、堆肥場への石灰の散布も大切なこ

とです。

３．ストレスの少ない飼養管理

ストレスは肥育牛に対して大きな影響を与

えます。特に、飼料摂取量に大きく影響する

ので、ストレスがかからないよう、牛舎等の

飼養環境に注意します。また、飼槽の管理や

水槽（ウォーターカップ）の清掃、牛床（敷料

の交換）、暑熱対策等にも目を配りましょう。

ストレスの程度は、牛の反芻状態、寝てい

る時間、動作の緩慢度、敷料の厚さとぬかる

み度、飼料の残り具合、牛舎の明るさ等で判

断します。

ストレスは食欲の低下を招きます。そこで、

ストレスを緩和させるため、ゆったりと落ち

着かせる飼養管理が必要です。

１）牛舎の照明

自然界では真夜中でも月の光はかなりの明

るさを放ち、満月ともなると目が慣れてくれ

ばいろいろなものが見えてきます。

しかし、屋根で覆われた畜舎の中は「闇夜

のカラス」状態のため、畜舎に満月並みの明

るさを設けることで、闇夜を解消し牛の環境

をより良くしようという工夫の一つです。

例えば、闇夜の状態ではのどが渇いて水が

飲みたくても、明るくなるまで我慢をしいら

れた牛は、ルーメンの状態を悪くしているか

もしれません。照明を設置した農場では実際

に夜間でも牛は飲水や飼料摂取をしているよ

うです。

札幌を例にすると、冬場の明るい時間帯は

９時間で残りの１５時間が暗い時間帯となりま

す。夏至ではこれが逆転し、夏と冬では昼夜

の時間帯差が６時間となります。特に冬場に

明かりを設けることで牛の集団生活が快適に

なればと考えます。

（写真３）乾草スタックを並べる（写真１）バーク・オガクズ・米ぬ
か・炭（脱臭）を混ぜる

（写真２）発酵が進まない場合は切り
返して空気を入れて発酵を
促す
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①明るさは満月程度の明るさ、②照明器具

は省エネ型のもの（電球型蛍光灯やLEDセン

サーライト等）③タイマーあるいは自動点灯

する器具（サーマルリレー式EEスイッチ等）

④漏電に注意して配線する。

哺乳ロボットのドリンクステーションに

LEDを設置している事例もあります。

（写真４）ドリンクステーションの明かり （写真５）差込式簡易LEDを固定

（写真６）薄明かりの牛舎内

（写真７）街路灯用自動点灯器具
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約１年にわたって掲載してきた本連載も今

回をもって終了となります。長期間お読みい

ただきありがとうございます。また、本マニュ

アルをご執筆いただきました高品質乳用種等

素牛生産推進事業にかかる検討委員会委員の

方々、ならびに写真・資料等のご協力をいた

だきました関係者の方々に、この場をお借り

して厚くお礼申し上げます。

＜参考・引用文献＞

本マニュアルにおける参考・引用文献等に

ついては、原則として該当する図・表ごとに

引用元等を記載した。

これ以外に参考・引用した文献については

著書名・発行元を以下に記載する。

（順不同、発行元の名称は発行当時のもの）

「哺乳ロボット導入の手引き」
社団法人畜産技術協会

「子牛の哺乳・育成マニュアル」
独立行政法人家畜改良センター

「開拓牛飼養マニュアル
－特殊管理マニュアル－」

全国開拓農業協同組合連合会

「開拓牛飼養マニュアル
－全開連方式による飼養管理のポイント」

全国開拓農業協同組合連合会

「開拓情報
－腹づくりを重視した乳用種去勢肥育－」

全国開拓農業協同組合連合会

「愛LOVE牛（乳雄編テキスト）下巻」
全国農業協同組合連合会

「生産獣医療システム 肉牛編」
社団法人農山漁村文化協会

「牛の予防接種について」
社団法人全国家畜畜産物衛生指導協会

「乳牛管理の基礎と応用」
株式会社デーリィ・ジャパン社

氏名 所属 役職名等
木村 信熙
（座長）

学校法人日本医科大学
日本獣医生命科学大学 応用生命科学部 教授

小野地 一樹 社団法人北海道酪農畜産協会 総括指導官

加藤 秀幸 全国酪農業協同組合連合会 購買部酪農生産指導室 研究員

澤 明 全国農業協同組合連合会 畜産生産部 審査役

平 芳男 全国開拓農業協同組合連合会 北海道支所 支所長

注）所属・役職は平成２２年３月現在
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高品質乳用種等素牛生産推進事業に係る検討委員会委員 （敬称略、座長以外五十音順）



注１：牛肉・稲わらからの暫定規制値等を超えるセシウム検出に関する緊急対応策のうち肥育経営の支援対策（特例措置）として、肉用牛
肥育経営安定特別対策事業の平成２３年度第２四半期以降の補塡金について、月毎に支払う方式としています。

注２：平成２６年度より、平成２６年４月に販売された交付対象牛から、四半期の最終月以外に販売された交付対象牛について、肥育牛補塡金
の概算払を行うこととしています。精算払については、四半期の最終月の補塡金交付とあわせて行います。

注３：概算払は、配合飼料価格安定制度の当該四半期の補塡金がないと仮定して計算した額より４，０００円を控除した額としています。
ただし、１，０００円未満の場合は概算払を行いません。なお、配合飼料価格安定制度の平成２６年度第１四半期の補塡状況については、
下記のホームページをご参照ください。
一般社団法人全国配合飼料供給安定基金（http://www.esakikin.or.jp/oshirase 20140710.pdf）
一般社団法人全国畜産配合飼料価格安定基金（http://www.tikusankikin.com/kouhujoukyou 26.html）
一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金（http://www.zennikki.or.jp/buz/buz 01_01.html）

注４：補塡金交付額に見合う財源が不足する場合等、上記補塡金単価を減額することがあります。
注５：生産コストには物財費及び労働費等に加え、平成２５年７月分からと畜経費を算入しています。
注６：平成２６年４月分から、消費税抜きで算定しています。

各種補塡金・交付金単価の公表について

（表１）全国

販売月 肉専用種
（地域算定県を除く） 交雑種 乳用種

平成２６年４月確定値
（概算払）

―
（―）

３６，７００円
（３２，７００円）

４４，３００円
（４０，３００円）

５月確定値
（概算払）

―
（―）

３９，４００円
（３５，４００円）

４５，７００円
（４１，７００円）

６月確定値 ２，９００円 ６３，５００円 ４８，９００円

１．肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）の補塡金単価について〔平成２６年４・５・６月分〕

平成２６年４・５・６月に販売された交付対象牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業実
施要綱（平成２５年４月１日付け２４農畜機第５４７８号）第６の補塡金単価（確定値）については、下
記のとおりです。
なお、平成２６年４・５月に販売された交付対象牛に適用する同要綱附則９の精算払の額につい

ては、下記の確定値と概算払の補塡金単価の差額となります。

記

（表２）地域算定県（肉専用種）※
販売月 広島県 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 鹿児島県

平成２６年４月確定値
（概算払）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

５月確定値
（概算払）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

６月確定値 ― ７，０００円 １０，１００円 １，９００円 ― ３，１００円
※ 各県の算定結果です。
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２．肉用子牛の平均売買価格及び生産者補給金交付単価〔平成２６年度第１四半期〕

農林水産省は、平成２６年７月２２日官報で、肉用子牛生産安定等特別措置法（昭和６３年法律第９８
号）に基づく肉用子牛生産者補給金制度の平成２６年度第１四半期（平成２６年１月から３月まで）
の平均売買価格及び補給金単価を表３の通り公表しました。

（表３）肉用子牛の平均売買価格及び補給金単価 単位：円／頭

黒毛和種 褐毛和種 その他の
肉専用種 乳用種 交雑種

保証基準価格 ３２９，０００ ３００，０００ ２１５，０００ １２８，０００ １９５，０００
合理化目標価格 ２７５，０００ ２５３，０００ １４５，０００ ８７，０００ １４３，０００
２６年度
第１四半期

平均売買価格 ５５８，４００ ４７９，２００ ３０１，８００ １４５，６００ ２９９，３００
補給金単価 ― ― ― ― ―

３．肉用牛繁殖経営支援事業に係る四半期別品種区分別支援交付金単価〔平成２６年度第１四半期〕

（独）農畜産業振興機構は、平成２６年度第１四半期における販売又は自家保留された肉用子牛に
係る肉用牛繁殖経営支援事業実施要綱第３の４の⑴に規定する支援交付金の単価を表４の通り公
表しました。

（表４）肉用子牛の平均売買価格及び支援交付金単価 単位：円／頭
区 分 黒毛和種 褐毛和種 その他の肉専用種

①保証基準価格 ３２９，０００ ３００，０００ ２１５，０００
②２６年度第１四半期平均売買価格 ５５８，４００ ４７９，２００ ３０１，８００
③発動基準 ４２０，０００ ３８０，０００ ２８０，０００
④支援交付金単価
（③－②（②＜①の場合は①））�３／４ ― ― ―

注：１００円未満切り捨て

４．養豚経営安定対策事業の養豚補塡金単価〔平成２６年度第１四半期〕

（独）農畜産業振興機構は、平成２６年度第１四半期に販売された交付対象の事業対象肉豚に適用
する養豚経営安定対策事業実施要綱第４の２の⑺のアのアの養豚補塡金単価を表５の通り公表し
ました。

（表５）養豚補塡金単価の算定 単位：円／頭
平均粗収益 A ４２，３４６
平均生産コスト B ３５，４７６
差額 C＝A－B ６，８７０
補塡金単価 C╳０．８ （注） A＞B 補塡なし
注：１００円未満の場合、補塡金単価を設定しない。１０円未満切り捨て。
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開発のきっかけ

作り方と使い方

牛の保定を行う枠は一般的には削蹄用の保定枠が使われています。しかしながら、削蹄用
の保定枠は丈夫に作られているため、非常に重く、気軽に移動することができません。そこ
で削蹄枠をヒントに簡易に移動できる牛用保定枠を作成しましたので、紹介します。

私は、平成２６年に親から経営移譲を受け、現在繁殖牛３０頭、
育成牛１１頭、子牛２２頭、肥育牛４３頭の一貫経営を行っていま
す。経営を引き継ぐにあたり、技術向上のために平成２５年に
人工授精の講習を受けました。講習では保定枠を用い、牛を
しっかり保定してから人工授精を行う技術を教わりました。
私の経営ではそれまで、スタンチョンで牛を保定し、人工授
精を行っていたのですが、牛が尻を振るため作業のやりにく
さを感じていました。しかしながら、１頭１頭削蹄用保定枠まで牛を移動させて保定を行う
ことも労力を要するため、パドック型牛舎の中でスタンチョンの近くまで保定枠を動かせる
ようにできないかと考えました。

材料は①足場パイプ５m�２本②一輪車タイヤ�２個③キャスター�２個④鋼材６m�１
本⑤エキスパントメタル�１枚⑥３cm角木材�４m⑦保定用ロープ⑧さび止め用ペンキ等
です。また、子宮洗浄用道具吊り上げ用とし
て⑧ハウスパイプ４m�１本⑨滑車�１個⑩
ロープ８mを使用しました。製作期間は３日

人工授精や治療にも便利！ 簡易に移動できる牛用保定枠
入田 修平

（写真１）入田式保定枠

（写真３）保定枠を牛舎に
移動させるところ（１号機）

（写真２）タイヤ接地時
（２号機 折り曲げ時） 設計図
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苦労したところ、工夫したところ

（写真５）子宮洗浄用道具取
り付け部

（写真６）子宮洗浄
用道具を取り付け
たところ

（写真７）保定枠利用時（側
面）

（写真８）保定枠利用時（後
面）

今後の利用法

ほどで作成しました。
移動時はタイヤを地面に接地し、リヤカーのように引くことで移動を行い、保定枠として

利用時には枠を起こして利用します。

① 基本構造は削蹄用保定枠を参考に設計しました。タイヤとキャスターを取り付けること
で、タイヤを接地させ、簡易な移動を実現しました。エキスパントメタルを牛の体長の長
さで使用するとタイヤを接地させるために保定枠を寝かす時に全体の重心が高くなり、力
が必要となるため、エキスパントメタルを切断し、パイプと鋼材で作成したちょうつがい
を用い、折りたたみ式としました。実は今回の保定枠は２号機で、１号機が折りたたみ式
ではなく力が必要だったため、工夫を施しました。

② 左側の足場パイプを可動式とし、牛のももを挟み込むよ
うに保定することで、牛が尻を振ることを防止しました。

③ エキスパントメタルの左右に１０cmほど鉄板を出すこと
により軽量化をしながら倒伏防止対策を行いました。

④子宮洗浄用道具を取り付けられるように吊り上げ道具や固
定用パイプを設置しました。

⑤牛の爪が痛まないように３cm角木材を底面に設置しました。

この保定枠は移動が簡易であるため、主にパドック型牛舎の中で、スタンチョンに保定さ
れている牛の近くまで移動し、対象の牛を少しの移動でこの保定枠の中にいれることができ
るため、人工授精や治療等に便利です。
また、牛のけい牧用の枠は固定式が多く、夏場は暑熱対策等が必要ですが、今回の保定枠

ならば木陰等の涼しいところに移動し、けい牧等を行うことができます。

（写真４）折り曲げ部

（筆者：肉用牛一貫経営・鹿児島県肝付町）
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